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1．はじめに 

日本の農業戸数は減少傾向にあり，減少と共

に農業技術の消失が懸念される[1]．そのため，

農業技術の継承に対する取り組みが全国各地で

行われているが，熟練農家並みの農業技術を習

得するには長年の修練を必要とする[2]．これら

の問題は初心者が農業技術を短期間で習得する

上での障壁となっている．また，情報通信技術

を活用して，より高度な生産・経営を実現させ

るための取り組みとして AI(アグリインフォマテ

ィクス)農業がある[3]．この取り組みの一つに，

農家の暗黙知を形式知化し，初心者に継承させ

るという取り組みがある．こうした背景から，

本研究では学習システムを用いた農業技術継承

のための形式知化手法の提案と活用を目的と

し，農業技術継承のための学習システムの開発

を目指す．実験では学習システムの使用後に，

学習者による実践を経て熟練者による定性的な

評価を行い，一度形成した形式知を改善するこ

とで，学習者の学習経過から農業技術が向上す

る過程と，形式知化の状況を評価・検証する．  

 

2．研究課題 

農業技術の継承に関する研究に，神成らの

「AI(Agri-Infomatics)に基づく学習支援システム

の研究開発」がある[4]．この研究では，ミカン

栽培が抱える課題を解決するために，技術継承

のための形式知化手法を検討し，形式知化した

熟練農家のノウハウを教材とした学習システム

の実証実験を行った．結果として，熟練農家の

暗黙知を初心者が学習可能であることを示し

た．実証実験は，農業技術を形式知化し，初心

者が形式知化した技術を学習して，実践での学

習結果を評価するというプロセスを辿ってい

た．しかし，このプロセスは形式知が完全であ

るという前提のため，改善のプロセスがない．

そのため，複雑な農業技術の場合に抽出できて

いるかが不明であり，初心者に複雑な技術継承

ができない可能性がある． 

 
 

 

 

 

3．解決アプロ―チ 

3.1．提案手法 

課題の解決方法として，形式知化した農業技

術の評価後に改善を行う形式知化プロセスを提

案する．評価後に改善を行うことで形式知を精

錬し，複雑な農業技術を形式知化できるので，

学習者はより高度な知識を身に着けることが可

能となる．図1に提案プロセスを示す．具体的に

は以下の通りである． 

① 実地での調査や改善案などから農業技術を形

式知化する． 

② 形式知を教材化して，学習者が教材を学習す

る． 

③ 学習後に学習者が現場での実践を行い，実践

結果を熟練者が評価する． 

④ 形式知の改善案の検討を熟練者と共に行う． 

以上の4つの工程を繰り返すことで，より高度

な形式知を形成する．①～④では①の形式知化

の手法，②の学習状況，③の評価を元に改善案

を検討する．改善案の検討後は，①に回帰して

形式知の改善を行う． 

 

 
図1 提案プロセス 

 

3.2．調査 

提案プロセスでの形式知化を図るため，植物

工場A社にて農業技術の調査を行った．調査はヒ

アリングと作業の観察を行った．調査前に対象

の作物，作業を絞るため，指導者Aにヒアリング

を行った．その結果，ナスの収穫時期の判定と

仕分けの作業を対象とした．ヒアリングの結

果，長さ，形，傷，色，表面の張りといった5つ

の基準を主とした基準を元に，減点法で仕分け

作業を行っていることが判明した．長さの基準
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を主として収穫時期の判定を行っていることも

判明した． 

 

3.3．農業技術の形式知化 

3.2の調査で得られたナスの収穫基準を，表形

式にまとめることでノウハウの形式知化を図っ

た．表 1は形式知化した表から抜粋したものであ

る． 

 

表１ ナスの収穫基準 

 
 

4．学習システム 

 農業技術の教材化，学習の円滑化のための学

習システムを開発する．教材は表 1を活用して作

成し，説明文と画像，問題文で構成される．説

明文では作業時の状況と画像のナスの状態につ

いて文章で説明する．問題文は学習者にわかり

やすい文章で構成する．図 2は問題例である． 

 

 
図2 学習教材 

 

5．実験 

 提案プロセスの有効性を検証するため，4章の

学習システムを利用した実験を植物工場A社で行

う．実験はナスの収穫時期の判定と仕分けとす

る．被験者はA社の作業員，評価者は指導員，実

験者及び実験の指示は筆頭執筆者が行う．実験

の流れは以下の①～④となる． 

① 実験者が実地調査を行い，農業技術を形式

知化し，表 1のようにまとめる． 

② 実験者が表を元にした教材を作成し，被験

者が学習システムで学習する． 

③ 被検者が現場での作業を行い，評価者が作

業を評価する． 

④ 実験者と評価者が形式知の改善案を検討す

る． 

実験は，各プロセスの録画と被験者へのアン

ケート，形式知化の状況などから評価・検証す

る． 

  

6．おわりに 

農業技術継承のためのノウハウの形式知化プ

ロセスを提案した．A社での取材を通してナスの

収穫に関するノウハウの形式知化を行い，提案

プロセスを導入した学習システムを開発した．

今後，学習システムを利用した実験を行うこと

で，提案プロセスの有効性を検証していく． 
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